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「脳のはたらき」を推定する技術の開発
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脳活動の測定データから、生物学的な
「配線」にそった活動の流れを抽出で
きるようになれば、脳機能障害や薬理
効果に関する基礎生物学的な知見をよ
り活かした形で「脳のはたらき」が理
解できるようになると考えています。
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主な研究対象は「線虫」ですが、
シンプルで解析が容易な線虫を
研究して技術開発を行えば、そ
れが高等動物やヒトの生命機能
の理解につながることが分かっ
てきました。他の研究者の方々
とは全く違った角度から、社会
に貢献していく所存です。

fMRI（機能的MRI）などの技術的な発展に
より、ヒトや実験動物の脳の活動を精度良く
測定することが可能になってきています。し
かし、測定された脳活動から「入力から出力
にいたる活動の流れ」を適切に推定する技術
はほとんど存在していません。私たちは、こ
れまでの基礎生命科学研究で培った経験を元
にして、脳活動を適切に理解するための人工
知能技術の開発を行っています。


